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風
光
明
媚
な
リ
ア
ス
海
岸
、
碧
い
海
と

白
砂
青
松
の
浜
辺
…
、
四
季
折
々
に
美
し

い
景
色
を
見
せ
る
山
陰
海
岸
。
古
き
良
き

日
本
の
海
岸
風
景
を
、
今
も
変
わ
ら
ず
望

む
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
自
然
遺
産
だ
。

　

今
年
、
山
陰
海
岸
は
昭
和
38
年
に
国

立
公
園
に
指
定
さ
れ
て
か
ら
50
周
年
を
迎

え
る
。
環
境
省
で
は
関
係
機
関
・
団
体
と

連
携
し
て
、
記
念
事
業
を
実
施
。
優
れ
た

自
然
景
観
や
そ
の
魅
力
を
次
の
世
代
に
継

承
し
、
さ
ら
に
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
う

た
め
、
６
月
30
日
か
ら
９
月
７
日
に
か
け

て
、様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。

　
「
国
立
公
園
と
は
何
か
？
」。
知
っ
て
い

る
よ
う
で
意
外
と
知
ら
れ
て
い
な
い
こ
の

言
葉
。
自
然
公
園
法
に
基
づ
き
環
境
大

臣
が
指
定
す
る
も
の
で
、
文
字
通
り
、
国

が
保
護
・
管
理
を
行
う
。
国
定
公
園
も
国

が
指
定
す
る
が
、
管
理
は
都
道
府
県
と
い

う
違
い
が
あ
る
。

　

６
月
現
在
、
全
国
に
30
の
国
立
公
園
が

あ
り
、
環
境
省
で
は
海
浜
、
森
林
、
湿
地

な
ど
の
自
然
景
観
や
動
植
物
を
保
護
す
る

国
立
公
園
指
定
50
周
年

四
季
折
々
の
表
情
を
見
せ
る
海
岸
美

誇
る
べ
き
美
し
い
風
景
を
次
の
世
代
へ

但馬の未来をデザインする

自然の神秘を感じる海へ
山陰海岸国立公園指定50周年

山陰
海岸

特 集

環境省では自然観
察会を通して山陰

海岸の稀少

性を教え、自然を守
ることの大切さを

伝えている。

白砂青松の海岸が広がる竹野浜と猫崎半島（豊岡市）
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と
と
も
に
、
公
園
利
用
に
必
要
な
環
境
を

整
備
し
て
自
然
に
ふ
れ
あ
え
る
機
会
を
提

供
す
る
こ
と
も
大
き
な
目
的
と
し
て
い
る
。

　
「
竹
野
に
来
て
一
番
び
っ
く
り
し
た
こ
と

は
、
海
の
透
明
度
と
砂
浜
の
白
さ
。
神
奈

川
県
出
身
の
私
に
と
っ
て
、
日
本
海
の
美
し

さ
は
衝
撃
的
で
し
た
」
と
語
る
の
は
、
環

境
省
近
畿
地
方
環
境
事
務
所
の
竹
野
自

然
保
護
官
を
務
め
る
小
谷
芙
蓉
さ
ん
。

　

自
然
保
護
官
と
は
レ
ン
ジ
ャ
ー
と
も
呼

ば
れ
、
開
発
行
為
な
ど
に
よ
る
景
観
へ
の

影
響
を
防
い
だ
り
、
動
植
物
を
保
護
す
る

た
め
、
法
律
に
基
づ
き
、
許
可
や
認
可
審

査
の
業
務
を
担
っ
て
い
る
。

　

国
立
公
園
の
中
で
は
２
番
目
に
小
さ
い

が
、
丹
後
半
島
の
網
野
海
岸
か
ら
鳥
取
砂

丘
ま
で
東
西
約
75
キ
ロ
、
三
府
県
に
及
ぶ
横

に
長
い
エ
リ
ア
を
持
つ
山
陰
海
岸
国
立
公

園
。
竹
野
と
鳥
取
県
浦
富
の
事
務
所
に
、

自
然
保
護
官
や
補
佐
役
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
レ
ン

ジ
ャ
ー
が
常
駐
し
て
お
り
、
パ
ト
ロ
ー
ル
や
利

用
者
へ
の
指
導
も
行
っ
て
い
る
そ
う
だ
。

　

ま
た
、
公
園
利
用
の
た
め
の
整
備
な
ど

も
大
切
な
仕
事
で
、
最
近
で
は
自
然
観
察

ツ
ア
ー
を
企
画
し
て
、エ
リ
ア
内
の
魅
力
を

伝
え
る
活
動
も
し
て
い
る
。

　

そ
の
他
に
も
環
境
省
か
ら
委
嘱
さ
れ
た

「
自
然
公
園
指
導
員
」
や
、
自
然
観
察
会

の
解
説
活
動
や
海
岸
清
掃
な
ど
を
行
う

「
パ
ー
ク
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
と
い
っ
た
地
域
の

人
々
も
、
山
陰
海
岸
の
自
然
を
守
る
た
め

に
活
躍
。
実
に
多
く
の
人
々
に
よ
っ
て
、
今

あ
る
美
し
い
景
観
が
守
ら
れ
て
い
る
こ
と

を
私
た
ち
は
意
外
に
知
ら
な
い
。

　
「
自
分
の
住
ん
で
い
る
地
域
に
、
貴
重
で

美
し
い
自
然
が
あ
る
こ
と
を
地
元
の
人
に

実
感
し
て
も
ら
い
た
い
」
と
、
小
谷
さ
ん
。

　

そ
の
魅
力
に
迫
る
た
め
、
山
陰
海
岸
を

見
つ
め
続
け
る
人
々
に
話
を
聞
い
た
。

　
「
山
地
が
海
に
直
接
沈
み
込
む
断
崖
絶

壁
の
海
岸
線
は
豪
快
。
深
い
山
々
や
手
つ

か
ず
の
自
然
が
残
さ
れ
て
い
て
、
日
本
で
も

稀
少
な
場
所
だ
と
思
い
ま
す
」。

　

そ
う
語
る
の
は
、
竹
野
ス
ノ
ー
ケ
ル
セ
ン

タ
ー
・
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
・
セ
ン
タ
ー
長
の

本
庄
四
郎
さ
ん
。

　

当
セ
ン
タ
ー
は
、
山
陰
海
岸
国
立
公
園

の
自
然
情
報
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、 

自

然
と
ふ
れ
あ
え
る
施
設
と
し
て
、
環
境
省

に
よ
っ
て
平
成
４
年
に
開
設
さ
れ
た
。

　

日
本
で
唯
一
、ス
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
体
験
が
で

き
る
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
で
あ
り
、
ジ
オ
カ

ヌ
ー
や
磯
の
生
き
物
観
察
会
な
ど
、
多
彩

な
環
境
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
催
。
自
然
を
ダ
イ

レ
ク
ト
に
体
感
で
き
る
場
所
と
し
て
、
子
ど

も
た
ち
を
始
め
、
多
く
の
人
々
が
美
し
い

海
の
世
界
を
体
験
し
て
い
る
。

　

陸
上
で
は
決
し
て
味
わ
え
な
い
浮
遊

感
。
ま
る
で
魚
に
な
っ
た
よ
う
な
気
分
で

海
中
散
歩
が
楽
し
め
る
。
ジ
オ
カ
ヌ
ー
で
は

船
で
は
行
け
な
い
洞
門
の
中
に
入
っ
た
り

と
、
山
陰
海
岸
の
魅
力
を
間
近
で
観
察
で

き
る
と
人
気
だ
。

　

神
秘
的
な
体
験
や
自
然
と
向
き
合
う

こ
と
で
、
参
加
す
る
前
と
後
で
は
、
大
人

も
子
ど
も
も
顔
つ
き
が
た
く
ま
し
く
変

わ
っ
て
い
る
。

　
「
ぜ
ひ
地
元
の
子
ど
も
た
ち
に
体
験
し

て
も
ら
い
た
い
。
最
近
は
都
会
の
人
た
ち
の

方
が
、
積
極
的
に
自
然
と
ふ
れ
あ
っ
て
い
る

よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。
身
近
に
こ
ん
な

素
敵
な
場
所
が
あ
る
の
に
、体
感
し
な
い
の

は
も
っ
た
い
な
い
。
地
域
に
誇
り
を
持
て

ば
、
地
域
を
語
れ
る
人
間
が
育
つ
と
思
い

ま
す
」
と
、
本
庄
さ
ん
は
話
す
。

　
一
方
、
新
温
泉
町
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク

館
・
館
長
の
谷
本
勇
さ
ん
は
、
先
人
た
ち

の
足
跡
に
つ
い
て
語
る
。

四
季
折
々
の
表
情
を
見
せ
る
海
岸
美

誇
る
べ
き
美
し
い
風
景
を
次
の
世
代
へ

風によって生み出される風紋や砂簾（されん）が美しい鳥
取砂丘（上／鳥取県鳥取市）。かぶと山展望台から見る久
美浜湾と一直線に伸びる小天橋、そして日本海の光景は
まさに絶景（下／京都府京丹後市）。

山
陰
海
岸
に
魅
せ
ら
れ
て
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自然の神秘を感じる海へ
山陰海岸国立公園指定50周年

　
「
山
陰
海
岸
は
昭
和
30
年
に
国
定
公
園

に
指
定
さ
れ
ま
す
が
、
当
時
の
資
料
を
紐

と
く
と
、
地
元
の
有
志
が
先
頭
に
立
っ
て

尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
の
名
だ
た
る

学
者
た
ち
を
山
陰
海
岸
に
呼
び
寄
せ
、
論

文
を
寄
稿
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

後
、
国
立
公
園
に
昇
格
し
た
時
も
、
実
に

丁
寧
に
調
べ
上
げ
、
調
査
報
告
書
を
ま
と

め
て
い
る
。
戦
後
間
も
な
い
頃
、先
人
た
ち

が
山
陰
海
岸
の
重
要
さ
を
認
識
し
、
地
域

の
財
産
と
し
て
私
た
ち
に
残
し
て
く
れ
た

こ
と
を
忘
れ
て
は
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
」

　

資
料
に
は
、
緻
密
で
優
美
な
海
岸
だ
と

記
さ
れ
て
い
る
山
陰
海
岸
。
男
性
的
な
岩

石
海
岸
だ
け
で
な
く
、
鳥
取
砂
丘
や
丹
後

砂
丘
の
よ
う
な
女
性
的
な
海
岸
、
そ
こ
に

暮
ら
す
多
様
な
動
植
物
は
稀
少
だ
と
評

価
さ
れ
、
世
界
遺
産
と
な
っ
た
知
床
半
島

に
も
劣
ら
な
い
と
書
か
れ
て
い
る
。

　
「
日
本
海
形
成
に
関
わ
る
多
様
な
地
形

や
地
層
を
繊
細
だ
と
表
現
し
て
い
る
こ
と

は
、ジ
オ
パ
ー
ク
で
も
強
調
し
て
い
る
こ
と
。

先
見
の
明
に
感
心
し
ま
す
。
そ
う
し
た
熱

意
と
努
力
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
今
、
世
界

の
地
質
公
園
と
し
て「
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー

ク
」が
あ
る
。
今
後
も
次
の
世
代
へ
と
受
け

継
が
れ
る
よ
う
、
魅
力
を
伝
え
て
い
き
た

い
」
と
、
谷
本
さ
ん
は
話
し
て
く
れ
た
。

　　

数
え
き
れ
な
い
人
た
ち
の
努
力
で
、
50

周
年
を
迎
え
た
山
陰
海
岸
国
立
公
園
。

６
月
30
日（
日
）に
は
キ
ッ
ク
オ
フ
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
、３
市
３
町
で
海
岸
ク
リ
ー
ン
活
動

を
実
施
。
８
月
24
日（
土
）に
は
、メ
イ
ン

イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
「
50
周
年
記
念
フ
ェス
テ
ィ

バ
ル 

in 
鳥
取
砂
丘
」
が
、
鳥
取
砂
丘
こ
ど

も
の
国
で
開
催
さ
れ
る
。

　
「
エ
リ
ア
の
違
い
は
あ
り
ま
す
が
、
世
界

ジ
オ
パ
ー
ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
加
盟
認
定
さ

れ
、
山
陰
海
岸
の
魅
力
と
学
術
的
価
値
が

再
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。
昨
年
は
円
山
川

下
流
域
及
び
周
辺
水
田
が
ラ
ム
サ
ー
ル
条

約
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。
情
報
発
信
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、『
保
護
』
と『
利
用
』
と

い
う
共
通
の
理
念
を
持
つ
両
者
が
連
携
を

強
化
で
き
る
き
っ
か
け
と
し
た
い
。
ま
た
、

次
世
代
に
引
き
継
ぐ
こ
と
も
、
大
き
な
目

的
と
し
て
考
え
て
い
ま
す
」
と
は
、
自
然
保

護
官
の
小
谷
さ
ん
。

　

山
陰
海
岸
の
素
晴
ら
し
さ
を
子
ど
も
た

ち
が
実
感
し
、
次
世
代
へ
繋
げ
よ
う
と
、

夏
休
み
を
中
心
に
体
験
イ
ベ
ン
ト
を
数
多

く
用
意
し
て
い
る
そ
う
だ
。
公
園
内
在
住

の
地
元
小
学
生
に
向
け
て
、
自
然
保
護
官

の
仕
事
を
楽
し
く
学
べ
る
、「
こ
ど
も
パ
ー

ク
レ
ン
ジ
ャ
ー
」
も
募
集
し
て
い
る
。

　

今
後
は「
保
護
」だ
け
で
な
く
、「
利
用
」

の
面
に
も
力
を
入
れ
、
た
く
さ
ん
の
人
に

訪
れ
て
ほ
し
い
と
話
す
小
谷
さ
ん
。

　

環
境
省
は
今
年
度
、
兵
庫
県
最
北
端

の
猫
崎
半
島
に
遊
歩
道
の
整
備
に
と
り
か

か
る
。
豊
か
な
植
生
を
身
近
に
感
じ
て
も

ら
う
た
め
、昨
年
か
ら
地
元
住
民
と
ワ
ー
ク

シ
ョッ
プ
を
開
き
、
官
民
協
働
で
よ
り
良
い

遊
歩
道
づ
く
り
に
向
け
、
話
し
合
い
を
進

め
て
き
た
。

　

そ
の
他
、
香
美
町
で
は
ジ
オ
パ
ー
ク
を
さ

ら
に
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
、
来
年
３
月
の
オ
ー
プ

ン
を
目
指
し
「
海
の
文
化
館
」
を
リ
ニュ
ー

ア
ル
。
新
温
泉
町
三
尾
地
区
で
は
、
海
上

タ
ク
シ
ー
の
運
航
が
始
ま
る
な
ど
、
地
域
の

魅
力
は
ど
ん
ど
ん
高
ま
っ
て
い
る
。

　

次
の
１
０
０
周
年
へ
向
け
、
動
き
出
し

た
山
陰
海
岸
。
ぜ
ひ
現
地
に
訪
れ
て
感
動

を
味
わ
っ
て
ほ
し
い
。

■山陰海岸の魅力を体感するイベント盛りだくさん！！
　山陰海岸国立公園指定50周年記念事業の詳細は専用パンフレット
　及びＨＰで確認を。イベントガイドはＨＰからもダウンロードが可能。　
　http://www.pref.tottori.lg.jp/san-in-kaigan50/

子
ど
も
た
ち
へ
の
継
承

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
洞
門
を
く
ぐ

る
ジ
オ
カ
ヌ
ー
は
、
初
心
者
で

も
簡
単
。
音
も
な
く
静
か
で
、

波
音
や
潮
風
が
心
地
よ
い
。
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元気人ネットワーク
【 G e n k i - B i t o 】

●竹野スノーケルセンター・ビジターセンター
山陰海岸国立公園やジオパークの自然を紹介する展示や、四季折々の自然
体験学習が楽しめる。6 〜 9月末はスノーケリングや磯の生き物観察会
などを開催。船で行けない場所へと誘うジオカヌーツーリングは、波が穏
やかなら年中楽しめる。「夏休み限定で低学年を対象としたファミリーコー
スを企画しています。非日常が味わえる神秘の世界を、ぜひ親子で体感し
てください」とは、センター長の本庄さん。海中散歩を楽しもう！！

［所］豊岡市竹野町切浜大浦1218 ［時］9 〜 16 時 45 分 ［休］10 〜 3月はリ
ニューアル工事のため休館 ［料］入館は無料／スノーケリング、ジオカヌー、磯
の観察会などの各教室は有料・予約制 ［問］0796-47-1932  ※詳細はHPで

センター長の本庄さん

●城崎マリンワールド
目の前に広がる日本海と施設が直接リンク
する好立地にある体感型水族館。イルカ・
アシカショーを始め、ペンギンと散歩できた

り、イルカにタッチできたりと、生き物とふれあえる
アトラクションがいっぱい。国内で1番深い水深
12mの水槽やウニやヒトデなどにふれられるロッ
クフィールドは、日和山海岸をそのまま持ってきた
かのように岩場や潮だまりを忠実に再現している。

［所］豊岡市瀬戸1090 ［時］9 〜 17 時（7/20 ～ 8/31
は18 時まで） ［休］無休 ［料］大人 2,400円・小中学生
1,200円・幼児（3 歳以上）600円 ［問］0796-28-2300

山
陰
海
岸
エ
リ
ア
を
盛
り
上
げ
る
人
々
！

船長の前田さん

海上タクシーも人気！！

●余部橋梁ジオガイド
旧鉄橋の一部を活用した展望施設「空の駅」が5
月にオープンした余部橋梁。旧枕木や線路が残り、
真下が見える覗き窓やベンチも設置されている。ガ
イド案内では「なぜ地上41mもの高さがある鉄橋を
作ったのか」など、鉄橋の歴史や新橋への架け替え
工事を分かりやすく解説してくれる。

［所］香美町香住区余部 ［時］20 分程度 
［料］1団体につき1回2,000円（1週間前までに要予約） 
［問・申込］香住観光協会 0796-36-1234

ガイドを務める米澤さん

中々見られない

ペンギンの卵やヒナの

様子も見られますよ！

●新温泉町山陰海岸ジオパーク館
日本列島や山陰海岸ジオパークエリアの地形模型と岩
石・化石・鉱物の標本を展示し、ジオパークのテーマで
ある日本海形成の成り立ちをスタッフが分かりやすく解
説。体験コーナーでは石や砂と水を使って、地球を作る
岩石と水の関係について学べる他、鳴き砂がなぜ鳴くか、

川のでき方など、目で見て体験することができる。
「アウトラインが分かることで、ジオパークや地形の
疑問がより深く理解できますよ」とは、谷本館長。

［所］新温泉町芦屋（浜坂県民サンビーチ内） ［時］9 〜
17 時 ［休］火曜 ［料］入館無料 ［問］0796-82-5222

館長の谷本さん

飼育員の川島さん

体験コーナーでは
身近な疑問を解説

ウエットスーツは浮くので、

泳げない人も楽しめます。

指導員がサポートしますので、

初心者も安心です。

●第三泰平丸 前田渡船
新温泉町三尾で渡船業を営む前田泰典さん。大学を卒業後、地元
の高校で体育講師をしていたが、バイト先のスキー場で出会った柴
山の漁師さんから、「三尾に生まれたのに漁師にならないのはもっ
たいない」と勧められ、一念発起して現在の職へ。自分を目当てに、
釣り客が訪れてくれることにやりがいを感じているそう。「山陰海岸
は水深が深く変化が多いので、魚種も多彩。磯からマダイやヒラマ
サが釣れることが魅力」とは、前田さん。美しい海岸を守るため、釣
り人のマナー啓発にも力を入れていきたいと話す。村おこしグルー
プにも所属し、5月から小型漁船で巡る海上タクシーも運航中。

［所］新温泉町三尾 255  【渡船】 ［問］090-8219-5475
【海上タクシー】［問］三尾商店 0796-82-5757 ［料］1時間コー
ス：3人乗り1組 8,500 円・4人乗り1組10,000 円／ 1時間半
コース：3人乗り1組10,000 円・4人乗り1組12,000 円 


